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７．ライフルルール

表紙 １０ｍエアライフル 表紙 １０ｍエアライフル個人
５０ｍライフル １０ｍエアライフルミックス
３００ｍライフル ５０ｍライフル
３００ｍスタンダードライフル ３００ｍライフル

３００ｍスタンダードライフル

目次 注意の下にイタリック(斜体)で挿入

7.4.1.5
文末に挿入

7.4.1.6.a
文末に挿入

7.4.1.6.c 7.4.1.6.c

7.4.1.6.e
文末に挿入

その逆も同様である。

このルールの意図は、選手が見ている照準画像を拡大する
望遠鏡としてはたらく「レンズ機構」の使用の禁止であ
る。この唯一の例外は、リアサイトの内側ではなく外側に
取り付けられた、選手が照準画像を鮮明に見るための光学
矯正用の１枚のレンズだけである。それに加えて、コンタ
クトレンズやメガネの着用は、選手が射撃以外でも通常に
見るために必要不可欠なものであり、視覚画像を拡大する
目的の為の外部装着装置ではないので、許される。

１枚の視力矯正レンズをリアサイトに取り付けてもよいし、
選手が視力矯正レンズまたは色付きレンズを着用することも
できる。

１枚の視力矯正レンズをリアサイトに取り付けてもよいし、
選手が視力矯正レンズまたは色付きレンズを着用することも
できる。

2023年度版ルール　新旧対照表

旧 新

ライフルルールを通して、斜体で書かれた部分はルールの
一部ではないが、生じた状況にルールを適用する際に、選
手、コーチおよびジュリーが決断することを支援する、関
係するルールの「精神と意図」を説明するものである。

延長チューブは、選手と伴に、用具検査により競技前検査ま
たは競技後検査で詳細に検査されなければならない。
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7.4.1.6.f

7.4.2.1 7.4.2.1

7.4.2.1.a

7.4.2.1.b

ストック：ライフルの基本的フレームであり、銃身とアク
ション、サイト、ピストルグリップおよびバットストックが
取り付けられたものである。伝統的な木製ストックのライフ
ルでは、ストックはフォアエンド、チークピース、ピストル
グリップおよびバットストックを組み込んだ一体型部品であ
る。

バットストック：ライフルのピストルグリップとバットプ
レートの間の部分である。ストックの最も後ろの張り出し部
分であり、銃身軸線に対し両側にオフセットすることができ
る。バットストックの最下点は、銃身軸下１４０ｍｍを超え
てはならない。この制限は木製ストックのライフルには課さ
れない。バットストックには調節可能なバットプレートを装
着することができる。バットプレートは銃身軸下１４０ｍｍ
の制限には含まれない。

エアライフルおよびスタンダードライフルにおいて、フロン
トサイトの筒は、リアサイトを通してみた時に円形でなけれ
ばならず、水平をみるために使われる突出した形状または追
加物があってはならない。フロントサイトの内部にある水平
および／または垂直をみるための物は許される。

バットプレートは上下に調整可能なものでよい。バットプ
レートはバットストックの中心線から左右にオフセットする
か、または垂直軸に対して回転させることができる。複数部
品からなるバットプレートを使用している場合、すべての部
品がバットストックの中心線から同じ方向にオフセットまた
は回転されていなければならない。バットプレートのいかな
る部分（最外端）もバットストックの中心線から３０ｍｍを
超えて張り出してはならない。バットストックの中心線と
は、銃身軸線と直角をなす垂直線のことである。

定義
以下の定義はライフルルールにおけるライフルの部分に関
する疑問を排除することを含んでいる。
バットプレートは上下に調整可能なものでよい。バットプ
レートはバットストックの中心線から左右にオフセットする
か、または垂直軸に対して回転させることができる。複数部
品からなるバットプレートを使用している場合、すべての部
品がバットストックの中心線から同じ方向にオフセットまた
は回転されていなければならない。バットプレートのいかな
る部分（最外端）もバットストックの中心線から３０ｍｍを
超えて張り出してはならない。バットストックの中心線と
は、銃身軸線と直角をなす垂直線のことである。
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7.4.2.1.c

図 図の変更

バットプレート：バットストックの端に取り付けられる可動
式部分で、通常、射撃姿勢をとった時、選手の肩に接する。
全幅は３０ｍｍを超えてはならない。バットプレートは上下
に動かすことができ、バットストックの中心線から左右にオ
フセットおよび／または垂直軸および／または水平軸に対し
て回転することができるが、どの部分もバットストックの中
心線から３０ｍｍを超えて左右に突出してはならない。複数
部品から成るバットプレートを使用する場合、それぞれの部
品を右または左に回転させることはできるが、全ての部品が
全幅３０ｍｍ以内になければならない。カーブの深さは、肩
が接している部分の最も低い部分を測って２０ｍｍを超えて
はならない（7.4.4.2.G）。

内側の長さが１５３ｍｍ×３０ｍｍのテンプレートはバッ
トプレートの全幅を調べるのに使うことができる。バット
プレートは、このテンプレートの内側にはまり、バットス
トックの中心線から３０ｍｍを超える部分がなければ使用
できる。テンプレートの内側の縁はバットストックの中心
線の基準線として使用されるべきである。

(A)153mm×30mm

のテンプレート

(B)テンプレートの内側

の縁

(C)バットストックの中心

線
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7.4.2.1.d

7.4.2.1.e

7.4.2.1.f

7.4.2.1.g

フォアエンド：銃身下のストック前方部分のことで、選手が
銃を支える手が触れる部分である。厚さに関して調整できる
かまたは動かすことのできる部分を有しているが、それらの
表面は直線的で平滑でなければならない。その部分を下げる
ことはできるが、その最下点は銃身軸線から１４０ｍｍを超
えてはならず、なおかつその幅は６０ｍｍを超えてはならな
い。調節可能部分の上部のフォアエンドの幅が狭い場合、左
右にオフセットすることができるが、その外側の縁は銃身軸
線から３０ｍｍを超えてはならない。グリップ力を増すよう
な物質を付けることはできないし、手形等を作ることもでき
ない。

注）フォアエンドの拡張部はパームレストではない。その
ため、取り外しが可能であったとしても、7.6.1.3.gに違反
することにはならない。

ピストルグリップ：ピストルグリップは銃軸線を含む垂直面
から側方に６０ｍｍを越えて張り出してはならない。また、
最下点は銃身軸線から１６０ｍｍを超えてはならない。グ
リップ力を増すような物質を付けることはできないし、手形
等を作ることもできない。

サムホール、サムレスト、パームレスト、ヒールレストおよ
び水準器は禁止される。サムレストとは選手の引き金を引く
手の親指を置くことができるようにピストルグリップの側方
の突出部や拡張部のことである。ヒールレストとは手の滑り
を防ぐために設計されたピストルグリップ下部の側方に作ら
れた突出部または拡張部のことである。パームレストとは
7.4.5.2で定義されているもので、５０ｍライフルのみに許
されるものである。

チークピース：ライフルの選手が頭もしくは頬を置く部分。
木製ストックの一部となっていたり、もしくは上下および側
方に調整できるアタッチメントである。側方に移動させる場
合、その外側の縁は、バットストックの中心線から４０ｍｍ
を超えることはできない。チークピースの表面に柔らかい素
材の物質を付けることはできる。
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図の挿入

7.4.2.2～7.4.2.6 は削除 7.4.2.2～7.4.2.6 は削除
7.4.2.2

7.4.2.3

7.4.2.4

7.4.2.5

7.4.2.6

7.4.2.7 7.4.2.72
7.4.2.7.b 7.4.2.72.bバットストックから下方または外側（側方）に突出する装置

またはウエイトは禁止される。
バットストックから下方または外側（側方）に突出する装置
またはウエイトは禁止されるバットストックに固定される形
（ビス止めまたはその他の固定方法）で取り付けられていな
ければならない。それらは、バットストックの中心線から２
５ｍｍを超えて側方に突き出てはならず、銃身軸線から１４
０ｍｍを超えて下方に突き出てはならない（7.4.4.2.f）。

サムホール、サムレスト、パームレスト、ヒールレストおよ
び水準器は禁止される。ヒールレストとは手の滑りを防ぐた
めに設計されたピストルグリップ下部の前方や側方に作られ
た突出部または拡張部のことである。ピストルグリップ、
チークピースまたはストックの下側に解剖学的な形状（手形
など）を作ることはできない。

ピストルグリップは銃軸線を含む垂直面から側方に６０ｍｍ
を越えて張り出してはならない。

ピストルグリップとバットプレート間のバットストックにつ
いては銃軸線の下方１４０ｍｍを超えてはならない。この制
限は木製ストックのライフルには適用されない。

フォアエンドは銃身軸線の下方１２０ｍｍを超えてはならな
い。

グリップ力を増す物質をフォアエンド、グリップまたはス
トック下側につけることはできない。

注）この図はａ）～ｇ）に記載された部分の位置を表示するためのもの
である。
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7.4.2.7.ｃ 7.4.2.72.c

7.4.2.7.d 7.4.2.72.d

7.4.2.72.d
の後に挿入

バットプレートの下部から前方および側方に突出する装置ま
たはウエイトは禁止される。

バットプレートの下部から前方および側方に突出する装置ま
たはウエイトは禁止される銃身ウエイト以外のウエイトはラ
イフルのどの部分にも装着ができるが、次の図で示す範囲内
に限られる。フォアエンドの下側に取り付けられるウエイト
については、水平方向（側方）には、チークピースの最大拡
張幅（Ｊ１）を超えて取り付けることはできない。バットス
トックに取り付けられるウエイトは、バットプレートの最深
部を通る垂直線より後部に突き出して配置することはできな
い。

ウエイトはライフルのどの部分にも装着ができるが、ストッ
クの基本形状の中になければならないバットストック部のウ
エイトは、バットプレートの最深部を通る垂直線より後部に
突き出して配置することはできない。ウエイトはストックか
ら突き出ることはできない。

ウエイトはライフルのどの部分にも装着ができるが、ストッ
クの基本形状の中になければならないバットストック部のウ
エイトは、バットプレートの最深部を通る垂直線より後部に
突き出して配置することはできない。ウエイトはストックか
ら突き出ることはできない。ウエイトはライフルから不意に
外れたり位置を変えたりしないように、半永久的な方法で
しっかりと取り付けられなければならない。ウエイトを取り
付けるのに見える形での粘着テープの使用は禁止される。

選手は、放送や写真を通じてオリンピック種目の紹介とな
る事をふまえ、自身と使用している用具のイメージに気を
使うこと。従って、ライフルとその付属品が粘着テープや
結束バンドのような間に合わせの方法で取り付けられてい
るように見られないようにすべきである。自動車のホイー
ルバランス用の鉛のウエイトの大きな塊は不体裁でふさわ
しくないので隠すようにするか使用を避けるべきである。
次の図に示す限られた範囲にしっかりと取り付けられた市
販品の金属ウエイトは容認できるものである。

寸法についてはライフル規格図7.4.4.1およびライフル規格
表7.4.4.1参照

銃身軸線

バットプレートの最深部
追加ウエイトの取り付けられる範囲
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7.4.2.7.e 7.4.2.7.eは
削除

7.4.3.b ～その位置を変えることはできない。 7.4.3.bの文
末に挿入

7.4.4.cを追
加

7.4.4.2 ライフル規格表 7.4.4.2 ライフル規格表

Ｂ フロントサイトのチューブの外径 Ｂ

Ｃ ６０ｍｍ ６０ｍｍ Ｃ ６０ｍｍ ６０ｍｍ
８０ｍｍ ８０ｍｍ

Ｄ 120ｍｍ 120ｍｍ Ｄ 120ｍｍ 120ｍｍ
140ｍｍ 140ｍｍ

Ｆ Ｆ

Ｋ Ｋ

Ｐを追加 ６０ｍｍ ６０ｍｍ

Ｑを追加 ３０ｍｍ ３０ｍｍ

ウエイトをライフルに取り付ける際にはどのような種類の
テープも使用することはできない。

ウエイトをライフルに取り付ける際にはどのような種類の
テープも使用することはできない。

～その位置を変えることはできない。クイックファスナーの
使用は許されない。

どのようなエアライフルも７.５ジュールを超えてはなら
ず、
　　　が付けられていなければならない。

Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｊ1、Ｊ2、Ｋの長さは銃身軸線より測定す
る。

Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｊ1、Ｊ2、Ｋ、Ｐ、Ｑの長さは銃身軸線よ
り測定する。

フロントサイト（円形でなければならない）のチューブの外
径

ピストルグリップからバットプレート
までの間のバットストックの下端まで
の長さ（木製ストックには適用されな
い）。

ピストルグリップからバットプレート
までの間のバットストックの下端まで
の長さ（木製ストックには適用されな
い）。
追加ウエイトの最下点

バットプレートをオフセットする場合
の銃床後部の中心線からバットプレー
ト最外端までの距離。（7.4.2.1）

バットプレートをオフセットする場合
の銃床後部のバットストック中心線か
らバットプレート最外端までの距離。
（7.4.2.1）

リアサイトより後方に取付けるウエイ
トの最大高

フロントサイトとリアサイト間に取付
けるウエイトの最大高
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7.4.5の文末
に追加

7.4.5.eの文
末に追加

図の移動
7.4.5.1の前に

7.4.5.1 a,b,c,d,eを削除

7.4.5.2 パームレスト 7.4.5.2 パームレスト

ルールではライフルに取付けられた装着物、例えば追加のサ
イトなどの全ての組み合わせについて禁止することはできな
いが、このルールの「精神と意図」（6.8.13による）として
は、５０ｍライフルとは、下図に示されるような一般的な形
状の、すなわち１組のサイト、バットストック、パームレス
トまたは可動式フォアエンドなどが装着されたライフルであ
るべき、ということである。このことは競技の各ステージに
おいてこれらの装備を交換することを妨げるものではない。

射撃後または三姿勢種目の姿勢変換時にライフルを置く際に
支えとなる二脚（バイポット）として使用できるように変形
可能なウエイトについては、どのようなものも受け入れるこ
とはできない。

パームレストとはフォアエンドの下部に装着し前方の手でラ
イフルを保持することを補助するための取り外しのできる用
具を指す。このような延長は銃身軸線下２００ｍｍを超えて
はならない。

パームレストとはフォアエンドの下部に装着し前方の手でラ
イフルを保持することを補助するための取り外しのできる用
具を指す。整形外科的形態（指または親指状の溝やくぼみ）
は許される。このような延長装着物は銃身軸線下２００ｍｍ
を超えてはならない。パームレストは、エアライフルにおい
ては、どのような状況においても使用できない。パームレス
トが使用できるのは、５０ｍライフルの立射姿勢においての
みである。
銃身軸線下１４０ｍｍ以内で使用される直線的で平滑な表面
を持つフォアエンドの拡張物はパームレストではない。

機関部の後端

最大90ｍｍ

ライフルのフォアエンドに装着するウエイトは銃身軸線から下方向に９０ｍｍ以内、

前方には機関部の後端から７００ｍｍ以内まで張り出すことができる。

最大700ｍｍ

銃身軸線

90°を示す

だけ

バットストックの下

端は銃身軸線から１

４０ｍｍ以内
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7.5.1.2 7.5.1.2

7.5.2.2の文
末に追加

（6.5.2 参照）

7.5.4.6の文
末に追加

どのＩＳＳＦ選手権大会においても全てのライフル種目を通
じて選手１人に対し、射撃ジャケット、射撃ズボンの各々１
組だけを使用することができる。すべての射撃ジャケットお
よび射撃ズボンは、ＩＳＳＦ用具検査によって発行され、Ｉ
ＳＳＦデータベースに登録されたシリアルナンバーを示すタ
グがなければならない。タグのないジャケットやズボンは、
タグを付け、ＩＳＳＦデータベースに登録するために、選手
によって用具検査室に持ち込まれなければならない。各選手
には１着のジャケットおよび１本のズボンのみ登録すること
ができる。ＩＳＳＦのタグの付いたジャケット２着以上また
はズボンを２本以上もっている選手は、これからの大会にお
いてどの用具を使うのかをＩＳＳＦ用具検査に通告し、各々
通告した１つを残しその他の用具についてはＩＳＳＦのタグ
をはずさなければならない。登録したジャケットやズボンを
変更したい選手は、新たな用具にタグを付け、以前の用具の
タグをはずすために、用具検査室にそれらの用具を運び込ま
なければならない（ＧＴＲ6.7.6.2.ｅ）。競技後検査に選ば
れた選手については、登録された服装が登録された選手に
よって使用されていたかを検査において確認しなければなら
ない。

どのＩＳＳＦ選手権大会においても全てのライフル種目を通
じて選手１人に対し、射撃ジャケット、射撃ズボンの各々１
組だけを使用することができる。すべての射撃ジャケットお
よび射撃ズボンは、ＩＳＳＦ用具検査によって発行され、Ｉ
ＳＳＦデータベースに登録されたシリアルナンバーを示すタ
グがなければならない。タグのないジャケットやズボンは、
タグを付け、ＩＳＳＦデータベースに登録するために、選手
によって用具検査室に持ち込まれなければならない。各選手
には１２着のジャケットおよび１２本のズボンのみ登録する
ことができる。ＩＳＳＦのタグの付いたジャケット２着以上
またはズボンを２本以上もっている選手は、これからのその
大会においてどの用具を使うのかをＩＳＳＦ用具検査に通告
しなければならない。、各々通告した１つを残しその他の用
具についてはＩＳＳＦのタグをはずさなければならない。登
録したジャケットやズボンを変更したい、またはタグの付い
ていない用具（新しい物および変更する物）を持つ選手は、
新たな用具にタグを付け、以前の用具のタグをはずすため
に、用具検査室にそれらの用具を運び込まなければならない
（ＧＴＲ6.7.6.2.ｅ）。競技後検査に選ばれた選手について
は、登録された服装が登録された選手によって使用されてい
たかを検査において確認しなければならない。

袖の端は、明白な支えとなっていなければ、ライフルに触れ
ることは許される。
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7.5.5.1 7.5.5.1

7.5.6.1の文
末に追加

7.5.8.2 スリング 7.5.8.2 スリング

射撃ズボンの厚さは、どの平らな面で測定しても、裏地を含
めて、一重で２.５ｍｍ、二重で５ｍｍを超えてはならな
い。射撃ズボン着用の際、上端が骨盤の頂点より５０ｍｍを
超えて高くなってはならない。ポケットはすべて禁止され
る。ズボンの脚部またはお尻の周囲を締め付けるようなひ
も、ジッパー等はすべて禁止される。ズボンを支えるために
幅４０ｍｍ以下、厚さ３ｍｍ以内の通常のベルトまたは伸縮
するサスペンダーを使用してよい。立射姿勢でベルトを着用
する場合はバックルや締め具を左腕や左肘の支えとして使用
してはならない。ベルトは左腕や左肘の下にあたる部分で二
重、三重等にしてはならない。ズボンにウエストバンドがあ
る場合、その幅は７０ｍｍを超えてはいけない。ウエストバ
ンドの厚さが２.５ｍｍを超える場合はベルトの使用は許さ
れない。ズボン着用の際にベルトを使用しない場合、ウエス
トバンドの最大の厚さは３.５ｍｍとする。ベルトループ
（ベルトを通す輪）は最大７本までで、それぞれの幅が２０
ｍｍを超えてはならず、ベルトループ間は８０ｍｍ以上ある
こと。ズボンは、１つのホックで５個以下の留め具または受
け金具が５個以下のスナップボタンまたは類似の留め具また
はベルクロ（マジックテープ）を使用して閉じてもよい。ズ
ボンを閉じる方法は１つの方法のみが許可される。ベルクロ
（マジックテープ）と他の方法との併用は禁止する。ズボン

厚さ－射撃ズボンの厚さは、どの平らな面で測定しても、裏
地を含めて、一重で２.５ｍｍ、二重で５ｍｍを超えてはな
らない。
ａ）高さ－射撃ズボン着用の際、上端が骨盤の頂点より５０
ｍｍを超えて高くなってはならない。
ｂ）ポケット－ポケットはすべて禁止される。
ｃ）締め付け具－ズボンは両脚の部分で余裕がなければなら
ない。ズボンの脚部またはお尻の周囲を締め付けるようなひ
も、ジッパー等はすべて禁止される。
ｄ）ウエストベルト－ズボンを支えるために幅４０ｍｍ以
下、厚さ３ｍｍ以内の通常のベルトまたは伸縮するサスペン
ダーを使用してよい。立射姿勢でベルトを着用する場合は
バックルや締め具を左腕や左肘の支えとして使用してはなら
ない。ベルトは左腕や左肘の下にあたる部分で二重、三重等
にしてはならない。
ｅ）ウエストバンド－ズボンにウエストバンドがある場合、
その幅は７０ｍｍを超えてはいけない。ウエストバンドの厚
さが２.５ｍｍを超える場合はウエストベルトの使用は許さ
れない。ズボン着用の際にウエストベルトを使用しない場
合、ウエストバンドの最大の厚さは３.５ｍｍとする。
ｆ）ベルトループ－ベルトループ（ベルトを通す輪）は最大
７本までで、それぞれの幅が２０ｍｍを超えてはならず、ベ
ｈ）通常のズボン－射撃ズボンを着用しない場合、体のどの
部分にも人工的な支えを与えることのない通常のズボンを着
用してよい。

選手が内手袋を着用する場合、厚さ測定はそれも含めて測定
されなければならない。
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7.5.8.7 ニーリングヒールパッド 7.5.8.7 ニーリングヒールパッド

7.5.8.8 バイザーと帽子 7.5.8.8 バイザーと帽子

スリングの幅は最大４０ｍｍ。左上腕部のみに装着し、そこ
からライフルのフォアエンドに接続させて使用しなければな
らない。スリングはライフルのフォアエンドとは１点のみで
取り付けられる。スリングは手または手首の一方の側のみに
沿って通っていなければならない。スリング止め金具または
ハンドストップを除いて、ライフルのどの部分もスリングお
よびスリングの付属品に触れることはできない。

スリングの幅は最大４０ｍｍ。左上腕部のみに装着し、そこ
からライフルのフォアエンドに接続させて使用しなければな
らない。スリングはライフルのフォアエンドとは１点のみで
取り付けられる。スリングは手または手首の一方の側のみに
沿って通っていなければならない。スリングが二重になって
いて、手または手首の周りを通る部分で、二重になったスリ
ングをずらして幅４０ｍｍを超えて使用できるようならば、
ずらせないように留めるか張り付けなければならない。スリ
ング止め金具またはハンドストップを除いて、ライフルのど
の部分もスリングおよびスリングの付属品に触れることはで
きない。

最大寸法２０ｃｍ×２０ｃｍの柔軟で圧縮性のある素材でで
きた物を、膝射姿勢をとったときに、踵の上に置いてもよ
い。ニーリングヒールパッドは、ライフル用の服装の厚さ測
定器で測定して、１０ｍｍより厚くなってはならない。

最大寸法２０ｃｍ×２０ｃｍの柔軟で圧縮性のある素材でで
きた物を、膝射姿勢をとったときに、踵の上に置いてもよ
い。ニーリングヒールパッドは、ライフル用の服装の厚さ測
定器で測定して、１２０ｍｍより厚くなってはならない。

帽子やバイザーを着用することはできるが、選手の射撃中
は、それらがリアサイトに触れたり置かれたりしてはならな
い（サイトから明らかに離れていなければならない）。帽子
やバイザーは選手のひたいから８０ｍｍを超えて張り出すこ
とはできず、それらをサイドブラインダーとして使用するよ
うに着用することはできない。

帽子やバイザーを着用することはできる。が、選手の射撃中
は、それらがリアサイトに触れたり置かれたりしてはならな
い（サイトから明らかに離れていなければならない）。帽子
やバイザーは選手のひたいから８０ｍｍを超えて張り出すこ
とはできない。ず、軟らかい素材の帽子やバイザーがリアサ
イトに触れるのは構わない。軟らかくないまたは硬い素材の
帽子やバイザーはリアサイトに触れることは許されない。
それらをどのようなタイプの帽子やバイザーであってもサイ
ドブラインダーとして使用するように着用することはできな
い。ず、ジュリーが同じ高さの側方から見た時に選手の目が
確認できなければならない。
リアサイトに帽子やバイザーが触れることを禁止する本来
の目的は、それが選手のチェックポイントとして使用され
るのを防ぐことと、ライフルの水平方向の回転を防ぎ安定
性が増す可能性に対してである。軟らかいゴム製のバイ
ザーではそのような有利性はなく、従って許されるもので
ある。
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7.6.1.1.j 7.6.1.1.j

7.6.1.1.l 7.6.1.1.l

7.6.1.1.n 7.6.1.1.n

7.6.1.2.f 7.6.1.2.f

7.6.1.3.d 7.6.1.3.d

7.6.1.3.f 7.6.1.3.f

7.6.1.3.i この姿勢では、スリングの使用は禁止される。 7.6.1.3.i
7.6.1.3.jは削除

7.7 ライフル種目 7.7 ライフル種目

7.7.4 ライフル種目本選一覧表（ＩＳＳＦ） 7.7.4 ライフル種目本選一覧表（ＩＳＳＦ）

ニーリングロールを使用しない場合は、右足はどのような角
度ででも置くことができ
る。このことは右足の側面と下腿が射座の床面と接触するこ
とを含むものである。

射撃マットを使用する場合、選手は射撃マットの上で姿勢を
とることもできるが、姿勢の３ヶ所の床面との接点（つま
先、右膝、左足）のうちの１ヶ所または２ヶ所だけをマット
の上に置くこともできる。他の物体やあて物を右膝の下に敷
くことはできない。

ニーリングロールを使用しない場合は、右足はどのような角
度ででも置くことができる。このことは右足の側面と下腿が
射座の床面または射撃マットと接触することを含むものであ
る。

射撃マットを使用する場合、選手は射撃マットの上で姿勢を
とることもできるが、姿勢の３ヶ所の床面との接点（つま
先、右膝、左足）のうちの全てまたは一部を１ヶ所または
２ヶ所だけをマットの上に置くこともができる。他の物体や
あて物を右膝の下に敷くことはできない。もし必要ならば、
ニーリングロールはマットと併せて使うことができる。

右手は左手、左腕または射撃ジャケットまたはスリングの左
側に触れることはできない。

右手は左手、左腕または射撃ジャケットの左側またはスリン
グの左側に触れることはできない。

ライフルはスリングによって支えることができるが、左手よ
り後方のフォアエンドに射撃ジャケットが触れてはならな
い。

ライフルは、ハンドストップの前部でフォアエンドに装着さ
れているスリングによって支えることができるが、左手より
後方のフォアエンドに射撃ジャケットが触れてはならない。

右肩の範囲を超える部分の射撃ジャケットや胸にライフルが
触れてはならない。

右肩の範囲胸の中心線を明白に超える部分の射撃ジャケット
や胸にライフルが触れてはならない。

ライフルは、その他の体の部位または物体に触れたり、託し
たりしてはならない。

ライフルは、7.6.1.3.bで許された範囲を除き、その他の体
の部位または物体に触れたり、託したりしてはならない。ラ
イフルと選手の服装のその他の部分、選手の顔とリアサイト
（目かくし板が取り付けてある場合には目かくし板とも）、
そして両手の間は明白に見ることのできる隙間がなければな
らない。

この姿勢では、スリングの使用は禁止される、右手は左手、

ＧＴＲの始めの部分にあるＩＳＳＦ承認射撃種目およびライ
フル種目本選一覧表7.7.4参照のこと

ＧＴＲの始めの部分にあるＩＳＳＦ承認射撃種目3.3および
ライフル種目本選一覧表7.7.4参照のこと
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１０ｍ
ミックス
チーム

２×３０ ３０分 １０ｍ
ミックス
チーム

２×
３０

３０分

５０ｍ
ライフル
３姿勢

１２０ 3時間
15分

2時間
45分

５０ｍ
ライフル
３姿勢

１２０
６０

3時間
15分
2時間

2時間
45分
1時間
30分

３００ｍ
ライフル
３姿勢

１２０ 3時間
15分

2時間
45分

３００ｍ
ライフル
３姿勢

１２０
６０

3時間
15分
2時間

2時間
45分
1時間
30分

３００ｍ
ライフル
伏射

1時間 ３００ｍ
ライフル
伏射

1時間
50分

３００ｍ
スタン
ダード
ライフル
３姿勢

男 2時間

３００ｍ
スタン
ダード
ライフル
３姿勢

男
オープン

2時間
1時間
45分

7.7.5 ライフル規格一覧表（国内適用含む）
３００ｍ
スタン
ダード
ライフル

５.５kg
（男）

使用でき
ない

３００ｍ
スタン
ダード
ライフル

５.５kg
（男）

使用でき
ない
ｸｲｯｸﾌｧｽ
ﾅｰも使用
できない

表の最下部
に追加

7.8 索引 7.8 索引

注)ライフルは、パームレストまたはハンドストップ（もし
使用するなら）を含めアクセサリーを全て付けた状態で重さ
を量ること。
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射撃用服装の特徴 7.5.1 射撃用服装の特徴 7.5.1.3/7.5.1.4
通則 通則　（削除）
バットプレート－５０ｍライフル／３００ｍライフル バットプレート－５０ｍライフル／３００ｍライフル
パームレスト－５０ｍライフル／３００ｍライフル パームレスト－５０ｍライフル／３００ｍライフル
ピストルグリップ－５０ｍライフル／３００ｍライフル ピストルグリップ－５０ｍライフル／３００ｍライフル
フック－５０ｍライフル／３００ｍライフル フック－５０ｍライフル／３００ｍライフル
帽子とバイザー 帽子とまたはバイザー


